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R）［調査依頼・回答受信(R)］の機能 
＜調査依頼・回答受信(R)＞は、原産資格調査の依頼を送信する「依頼者」の立場のユーザーにご利用いただく

メニューです。 

※＜FTA 対象品(輸出品)(E)＞および＜FTA 対象品(構成品)(P)＞を登録すると、調査依頼の未送信データ 

が＜調査依頼・回答受信(R)＞へ作成されます。ここでは回答者へ依頼を送信し、回答を受信します。 

 

＜ステータスについて＞ 

・<調査依頼・回答受信(R)>の業務は、以下のステータスに区分されます。また、操作画面上部に、作業中の 

案件の状況が下記のように示されます（〇印が現状のステータスです）。 

 

 【ステータスバー】 

 

 

 

・＜調査依頼・回答受信(R)＞の各ステータスでは、以下のような進捗となっております。 

 

    【各ステータスの説明】 

ステータス名称 説明 このステータス

に進めるユーザ

ー権限 

作成中 

依頼を作成して、「依頼送信」をクリックする前の状態です。 

当ステータスで一度も依頼を送信していない場合に限り、依

頼削除が可能です。 

入力権限 

受付前 
依頼を送信し、回答者側で依頼を受信して、まだ自社取

扱品として受付を行っていない状態です。 
確定権限 

調査中 

回答者側で内製品の場合「原産資格調査作成」、または

外製品の場合「依頼作成」～「回答完了承認」をクリックす

るまでの状態です。 

（回答者側入

力権限） 

支給品調査中 

回答者側で内製品の調査として原産資格調査を進める中

で、支給品調査を依頼された状態です（依頼者にて調査

を行い次の業務に進みます）。 

入力権限→確

定権限 

回答済 
回答者から回答内容を受信し、依頼者にて確認する前の

状態です。 

（回答者側確

定権限） 

回答内容確定 
回答内容を確認し、「回答内容確定」をクリックした状態

です。 
入力権限 

承認済 回答内容の「承認」をクリックし、最終確定された状態です。 確定権限 
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＜メニューについて＞ 

＜調査依頼・回答受信(R)＞のメニューをご案内します。 

 

 

 

 

 

 

【ダッシュボード】 

一覧情報をマトリクス形式で簡易に集計した表です。ダッシュボー

ドの構成については、共通機能 I-5)◆各種ダッシュボードについ

て をご参照ください。 

 

 

 項目名 説明 

仕入先 依頼の授受を行った仕入先 

自社 作成中 各仕入先に対する作成中の依頼件数 

依頼先 受付前  

依頼を送信した調査対象品の、仕入先における各ステータスとその件数 調査中 

支給品調査中 

回答済 

自社 回答内容確定 回答を受信した調査対象品のステータスとその件数 

 承認済 

 

 

【一覧】 

検索条件・ステータス等を入力して検索し、調査対象品の絞り込みを行います。 

 

 

<未送信> 

依頼を送信する前の調査対象品を表示します。 

 

 

<調査中> 

依頼を送信した後~回答者から回答を受信済の調査対象品を表示します。 

 

 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf


  

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 目次へ戻る  (R)   4  

Ver.8.5 

Ｒ）機能 

<承認前> 

承認待ちの調査対象品を表示します。 

 

 

【通知一覧】 

下記操作が行われた場合は、通知一覧への表示および JAFTAS より自動でメールが配信され、タスクリストが表

示されます(参照 別添資料 2)配信メール・タスクリストについて)。状況に応じて適宜対応を行ってください。 

 

・依頼差戻：依頼者が送信した依頼に関して、回答者が差戻

しを行うと表示されます。(参照 R8) 

 

・依頼取下(承認/否認)：依頼者が依頼の取下げを打診し、

回答者が承認/却下を行うと表示されます。(参照 R7) 

 

・回答取下：回答者が回答結果の取下げを行った場合に表示

されます。(参照 R9)  

 

 

 

 

 

 

 

項目名 説明 

「確認」ボタン 

「承認」ボタン 

「却下」ボタン 

「確認」ボタン：依頼の取下げが却下された場合に表示 

「承認」ボタン：回答の取下げが行われた場合に表示 

「却下」ボタン：回答の取下げが行われた場合に表示 

※＜調査依頼・回答受信(R)＞の確定権限があるユーザーのみ表示 

※クリックすると［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面の【🔔通知】マークや帯が消

える 

通知ステータス 通知の対応状況に応じ、下記いずれかを表示 

・未確認：通知対応前 

［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面等に【🔔通知】マークや帯が表示され、

回答の取下げの受領時には、一部操作の制御がかかる 

・対応済：通知対応済 

・対応不要：通知を対応せずに後続のステータスに進み、対応する必要がなくなった

もの 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached02.pdf
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依頼 ID ・調査対象品の依頼 ID 

・番号をクリックすると［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面へ遷移する 

通知区分 下記いずれかを表示 

・依頼差戻：回答者が依頼の差戻しを行った場合 

・依頼取下承認：回答者が依頼の取下げを承認した場合 

・依頼取下否認：回答者が依頼の取下げを却下した場合 

・回答取下：回答者が回答送信後、承認前に回答の取下げを打診した場合 

通知日時 依頼差戻/依頼取下(承認/否認)/回答取下が行われた日時 

品番 調査対象品の品番 

協定 調査対象品の利用協定 

依頼送信日時 調査対象品の依頼が送信された日時 

ステータス 調査対象品のステータス（参照 ＜ステータスについて＞） 

区分 調査対象品の区分（参照 ※1） 

仕入先コード 依頼差戻/依頼取下(承認/否認)/回答取下を行った企業の仕入先コード 

通知元企業 依頼差戻/依頼取下(承認/否認)/回答取下を行った企業 

 

<未確認> 

ステータスが未確認の調査対象品にフィルタを施した状態で表示します。 

 

 

 

【原産資格喪失通知一覧】 

回答者より原産資格喪失の通知を受信した調査対象品を表示します。(参照 R12) 

 

項目名 説明 

ステータス 下記いずれかを表示 

・未確認：「確認」を未実行 

・確認済：「確認」を実行済 

依頼 ID ・原産資格を喪失する調査対象品の依頼 ID 

・番号をクリックすると［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面へ遷移する 

通知日時 回答者より原産資格喪失の通知が送信された日時 

品番 原産資格を喪失する調査対象品の品番 

協定 原産資格を喪失する調査対象品の利用協定 

喪失日 調査対象品が原産資格を喪失する日(回答者が通知時に記載) 

喪失理由 調査対象品の原産資格喪失理由(回答者が通知時に記載) 

確認日時 依頼者が「確認」を実行した日時 

確認ユーザー 「確認」を実行した作業担当者名 

未確認 対応済 対応不要 
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「確認」ボタン クリックすると［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面の【🔔原産喪失通知】マークが消

える 

 

<未確認> 

ステータスが未確認の調査対象品にフィルタを施した状態で表示します。 

 未確認 確認済 
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R1）［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面 
一覧画面の構成や操作方法については、共通機能Ⅰ-5)◆各種一覧について をご参照ください。 

・🔎マークをクリックすると［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面へ遷移します。 

・✐マークをクリックすると［調査依頼・回答受信(R) 編集］画面へ遷移します。 

 

【表示項目】 

帰属先/ 項目名 説明 

管
理
情
報 

依頼 ID ・R+数値 10 桁 

・原産資格調査の依頼を行うと、JAFTAS システムから自動で採番 

※一般利用者はアカウント内で連番とはならない 

送信日 調査依頼を送信した日時 

回答日 回答者からの回答が行われた日時 

アーカイブ アーカイブ済みの場合、〇が表示 

ステータス 下記いずれかを表示 

作成中/受付前/調査中/支給品調査中/回答済/入力内容確定/承認済 

自
社
情
報
（
依
頼
内
容
） 

作業担当者所属部署 調査対象品に関する作業担当者所属部署 

作業担当者 調査対象品に関する作業担当者名 

品番 調査対象品を特定するための情報 ※調査依頼時に伝達、各種帳票に印字 

補助品番 調査対象品を特定するための情報 ※社内管理用 

品名（英） 調査対象品名(英) 

品名（日） 調査対象品名(日) 

区分 下記いずれかを表示(※1 参照) 

新規/再依頼/定期原産性維持確認(期限延長 依頼)/定期原産性維持 

確認(期限延長 不要) 

回答期限日 依頼者が設定する回答期限 

確定日 依頼者で回答内容を承認した日時 

回
答
（
仕
入
先
）
情
報 

 

回答結果 下記いずれかを表示 

達成/未達成/直接回答/取下 

回答方法 下記いずれかを表示 

・同意通知：荷姿が輸出品、且つ第三者証明の場合 

・サプライヤー証明書(輸出品)：荷姿が輸出品、且つ自己証明の場合 

・サプライヤー証明書(構成品)：荷姿が構成品の場合(第三者証明/自己証

明) 

・対比表・計算 WS：＜FTA 対象品(構成品)(P)＞より自社へ依頼を行った

場合、もしくは＜原産資格調査(D)＞より自社へ構成品の依頼を行った場合 

日商判定番号 日商判定番号(第三者証明制度の場合) 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf


  

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 目次へ戻る  (R)   8  

Ver.8.5 

Ｒ1） 

回
答
（
仕
入
先
）
情
報 

 

同意通知先企業名 輸出者が設定した同意通知先企業名(第三者証明制度の場合) 

有効期限/ 

同意通知期限 

＜原産資格調査(D)＞で回答者が設定した調査結果に対する有効期限 

または日商の発給システムで設定した同意通知有効期限 

仕入先コード 調査対象品の仕入先コード(外製品の場合) 

仕入先 調査対象品の仕入先名 ※内製品の場合、自社名を表示 

仕入先回答 ID A+数値 10 桁 ※当該依頼 ID に紐づく回答者側の回答 ID 

HS コード 調査対象品の HS コード 6 桁 

協定 利用する協定 

使用判定基準 使用した原産地基準 

手動判定フラグ 下記いずれかを表示 

・手動判定:原産資格調査で「手動/システム外判定」を行うと表示 

・JAFTAS 外根拠資料:回答者が受付時に<調査依頼・回答受信(R)>にて

「JAFTAS 外の資料取込」を行うと表示 

当
該
依
頼

ID

の
作
成
元 

輸出品 ID E+数値 10 桁 ※当該依頼ＩＤの作成元の輸出品ＩＤを表示 

構成品 ID P+数値 10 桁 ※当該依頼ＩＤの作成元の構成品ＩＤを表示 

調査 ID D+数値 10 桁 ※当該依頼ＩＤの作成元の調査ＩＤを表示 

当該依頼ＩＤと紐づけを切ると以降は空欄となる 

回答 ID A+数値 10 桁 ※当該依頼ＩＤ作成元の回答ＩＤを表示 

支給品 回答者が依頼者へ支給品の調査を依頼する場合に〇が表示 

親調査品番 支給品を構成品とする調査対象品(=親)の品番 

課
金
情
報 

課金対象 JAFTAS 利用料金の課金対象依頼に〇が表示 

※契約利用者/JAFTAS Lite 契約利用者のみ 

 

※１ 区分について 

調査が新規か否かの区分は、上記条件が一致しているかで自動的に判断されます。 

※複数の調査を過去に実施した場合は、最新の日商判定番号や依頼 ID が表示されます。 

※区分が定期原産性維持確認の場合、「期限延長 依頼」がデフォルト表示されます。 

 「期限延長 不要」への変更は［調査依頼・回答受信(R) 編集］画面より行ってください。 

区分  

過去と同一か異なるか 

過去の 

調査結果 品番 協定 
HS 

コード 
仕入先 

回答方法 

（同意通知/サプライ

ヤー証明書） 

荷姿 
調査起点 

企業 ID 

新規 どれか一つでも異なっている場合 ― 

定期原産性 

維持確認 
同 

一 

同 

一 

同 

一 

同 

一 

同 

一 

同 

一 

同 

一 

原産 

再依頼 非原産 
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【まとめて操作】 

下記項目は一括で操作を行うことが可能です。詳細は各説明ページをご参照ください。 

1. 依頼送信(参照 R3-2) 

2. サプライヤー証明書・根拠書類ダウンロード(参照 R11-2) 

3. 希望回答期限の延長(参照 R6-2) 

4. 作業担当者の付与(参照 R13) 

5. アーカイブ(参照 共通機能 I-7)アーカイブ機能) 

6. アーカイブ解除 ※検索項目の「アーカイブ済の ID も表示」にチェックを入れた場合に表示 

7. 削除(参照 R3-3) 

8. 基本情報コピー(参照 R5-2) 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
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R2）［調査依頼・回答受信(R)詳細］画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜構成＞  

 

①『ヘッダー』部 
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［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面への遷移 

［調査依頼・回答受信(R) 一覧］より、確認したい調査対象品の🔎マークをクリックすると［調査依頼・回答受

信(R) 詳細］画面へ遷移します。 

 

①『ヘッダー』部：画面上部に、便利な情報が表示されています。 

 

 

 

『ID』：調査対象品の依頼 ID に紐づく調査 ID や輸出品/構成品 ID を表示します。 

『ステータス』：調査対象品の現在のステータスを表示します。 

※詳細は R)依頼の機能＜ステータスについて＞をご参照ください。 

 

 

『TKTC 審査対象品』：TKTC 審査対象品の場合のみ表示されます。 

『作業担当者』：［調査依頼・回答受信(R) 編集］画面もしくはまとめて操作 (作業担当者付与・参照 R13

にて、入力した作業担当者を表示します。 

 

②『依頼情報』部：依頼者が仕入先へ送信する調査対象品の依頼情報を表示します。 

項目名の*マークは、［調査依頼・回答受信(R) 編集］画面における必須入力項目です。 

項目名 説明 

依頼 ID ・R+数値 10 桁 

・原産資格調査の依頼を行うと、JAFTAS システムから自動で採番  

※一般利用者はアカウント内で連番とはならない 

企業 ID ・C+数値 10 桁 

・当該企業（アカウント）にひとつ設定される 

・各種データのアップロード時に、識別子として入力する 

依頼者 依頼者の企業名 

事業部名 依頼者の事業部名 ※依頼者が事業部アカウントを利用している場合に表示 

担当者* 依頼者の担当者名 

電話番号 依頼者の電話番号 

所属部署 依頼者の所属部署 

メールアドレス* 依頼者のメールアドレス 

品番 自社で登録した品番 ※依頼時に回答者へ伝達、各種帳票に印字 

品名（英） 自社で登録した調査対象品名(英) 

品名（日） 自社で登録した調査対象品名(日) 

協定 ＜FTA 対象品(輸出品/構成品)(E/P)＞で登録した利用する協定 

輸入通関国 調査対象品が最終的に輸入通関される国  

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 
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※日アセアン協定/RCEP 協定は必須 

HS コード* 調査対象品の HS コード 6 桁  

※［調査依頼・回答受信(R) 編集］画面にて変更可能(‟作成中”のステータス

時のみ)、変更すると＜FTA 対象品(輸出品/構成品)(E/P)＞ 

＜原産資格調査(D)＞情報も更新される 

HS 年版 利用協定が採用している HS 年版 

事前教示 下記いずれかを表示 

・空欄：事前教示を行っていない、もしくは不明である 

・未確認：事前教示を行っていない 

・有：調査対象品に関して輸入国税関へ法的拘束力のある HS 分類の 

回答を受けている 

荷姿 輸出品/構成品 いずれかを表示 

親調査品番 構成品として支給品の調査を依頼する場合はその親品番を表示 

親調査品番依頼 ID 親品番の依頼 ID 

支給品メモ 依頼者から回答者へ伝達する支給品情報がある場合は表示 

※原産資格調査に必要な場合がありますので、支給品が含まれている場合は 

HS コードのご入力を推奨します。 

支給品フラグ 調査対象品が支給品の場合に☑が入る(親調査の依頼時には☑は入らない) 

同意通知先企業名 荷姿が輸出品、且つ第三者証明の場合に表示 

同意通知先 

企業登録番号 

荷姿が輸出品、且つ第三者証明の場合に表示 

新規/ 

定期原産性確認/ 

再依頼* 

調査対象品の区分を下記いずれかで表示(※1 参照) 

新規/再依頼/定期原産性維持確認(期限延長 依頼)/定期原産性 

維持確認(期限延長 不要) 

過去依頼 ID 過去に同様の調査依頼を送信した際の調査対象品依頼 ID 

過去日商判定番号 過去に同様の調査依頼を送信した際の日商判定番号 

過去同意通知期限 過去に同様の調査依頼を送信した際の同意通知期限 

調査起点 調査対象品の起点企業名 

※＜FTA 対象品(輸出品/構成品)(E/P)＞の登録を行った企業、もしくは<原産

資格調査(D)>にて構成品の依頼を作成した企業 

調査起点 品名 調査対象品の起点企業の品名 

調査起点 品番 調査対象品の起点企業の品番 

依頼日時 依頼送信を行った日時 

希望回答期限 依頼者が設定する回答期限 

メッセージ 依頼者から回答者への伝達事項等  

添付ファイル 依頼者から回答者への添付資料 

※［調査依頼・回答受信(R) 編集］画面にて添付していれば表示 
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③『品目別原産地規則』部：調査対象品の HS コードに対して設定されている品目別原産地規則を 

確認できます。 

 

④『調査結果』 部※調査完了後に表示されます。：原産資格調査の結果を表示します。 

 

項目名 説明 

調査結果 下記いずれかを表示 

達成/未達成/直接回答/取下 

手動判定フラグ 下記いずれかを表示 

・手動判定:原産資格調査で「手動/システム外判定」を行うと表示 

・JAFTAS 外根拠資料:回答者が受付時に<調査依頼・回答受信(R)>にて

「JAFTAS 外の資料取込」を行うと表示 

日商判定番号 日商判定番号(第三者証明制度の場合) 

生産者名 生産者の企業名 

生産者企業登録番号 日商への企業登録番号(第三者証明制度の場合) 

企業名（英）※ 生産者の企業名（英） 

電話番号 ※ 生産者の電話番号 

FAX 番号 ※ 生産者の FAX 番号（任意） 

メールアドレス ※ 生産者のメールアドレス 

郵便番号 ※ 生産者の郵便番号 

住所（日）※ 生産者の住所（日） 

住所（英）※ 生産者の住所（英） 

生産工場名 調査対象品の生産が行われた工場名 

生産工場住所 調査対象品の生産が行われた工場住所 

使用判定基準 使用した原産地基準 

その他基準 許容限度等その他基準(使用した場合) 

回答方法 下記いずれかを表示 

・同意通知：荷姿が輸出品、且つ第三者証明の場合 

・サプライヤー証明書(輸出品)：荷姿が輸出品、且つ自己証明の場合 

・サプライヤー証明書(構成品)：荷姿が構成品の場合(第三者証明/自己証明) 

・対比表・計算 WS：＜FTA 対象品(構成品)(P)＞より自社へ依頼を行った場

合、もしくは＜原産資格調査(D)＞より自社へ構成品の依頼を行った場合 

有効期限/ 

同意通知期限 

＜原産資格調査(D)＞で回答者が設定した調査結果に対する有効期限 

または日商の発給システムで設定した同意通知有効期限 

調査件数 対象品およびその構成品に対して作成された調査件数の合計 

※は回答方法が同意通知の場合に、回答者が直接回答を選択し、かつ、生産者企業登録番号を

「999999999」とした場合に表示される項目です。  
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⑤『回答内容』 部：回答者より依頼者に対して送信された回答内容が表示されます。 

 

項目名 説明 

回答 ID ・A+数値 10 桁 

・原産資格調査の依頼を受信すると、JAFTAS システムから自動で採番  

※一般利用者はアカウント内で連番とはならない 

企業 ID ・C+数値 10 桁 

・当該企業（アカウント）にひとつ設定される 

・各種データのアップロード時に、識別子として入力する 

企業名（日） 回答者の企業名(日)  

企業名（英） 回答者の企業名(英)  

事業部名（日） 回答者の事業部名(日)※回答者が事業部アカウントを利用している場合に表示 

事業部名（英） 回答者の事業部名(英)※回答者が事業部アカウントを利用している場合に表示 

住所（日） 回答者の住所(日)  

住所（英） 回答者の住所(英)  

担当者（日） 回答者の担当者名(日)  

担当者（英） 回答者の担当者名(英)  

電話番号 回答者の電話番号 

所属部署（日） 回答者の所属部署(日) 

所属部署（英） 回答者の所属部署(英) 

メールアドレス 回答者のメールアドレス 

回答者品番 調査対象品の回答者品番 

回答日 回答者が回答を送信した日時 (yyyy/mm/dd hh:mm:ss)  

確定日 依頼者が回答を承認した日時 (yyyy/mm/dd hh:mm:ss) 

メッセージ 回答者から依頼者への伝達事項 

添付ファイル 回答者から依頼者への添付資料 

証明書ファイル名 サプライヤー証明書もしくは対比表・計算 WS のファイル名（回答済の場合） 

※ダウンロードも可能 

 

⑥『社内メモ』部 

・備考として自由にお使いいただけます。 

・社外には公開されません。 

 

⑦『作業履歴』部 

・入力等の作業を行った際の履歴が反映されます。 
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R3）依頼を送信する 

R3-1）依頼を送信する(1 件ずつ) 
作成した依頼(ステータス‟作成中”の調査対象品)を回答者へ送信します。 

 

 

 

 

1) メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R) ＞ 未送信をクリック

します。もしくは［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面に

てステータス‟作成中”等で絞り込みをします。 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面にて、依頼を送信

する調査対象品の🔎マークをクリックします。 

 

3) ［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面にて『依頼情報』

に誤りがないか確認します。 

必要に応じて［調査依頼・回答受信(R) 編集］画面にて

『依頼情報』の編集を行ってください。 

 

［調査依頼・回答受信(R) 編集］画面で編集可能な欄

は以下の通りです。 

・担当者情報 

・事前教示 

・支給品メモ 

・区分  

※「定期原産性維持確認」の場合のみ期限延長 

 依頼/不要が選択可能 

・希望回答期限 

・回答者へのメッセージ 

 

-＜原産資格調査(D)＞から構成品の依頼を作成して 

いる場合、前述した項目に加え、下記項目も編集が可能

です。 

・HS コード 

  

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

 

◆『依頼情報』の担当者情報は＜企業情
報＞内『連絡先設定』の登録内容がデ
フォルトで表示されます。 
「自分」をクリックすると『ユーザー情報』の
登録内容が反映され、「企業設定」をク
リックすると再度＜企業情報＞の内容が
反映されます。 

◆回答者から、この画面で入力した『依頼
情報』の担当者に対して、JAFTAS を経
由せずに問い合わせが行われる場合があ
ります。 

 
  依頼者情報には、ご連絡がつきやすいご

担当者情報を指定いただくようお願いい
たします。連絡がつかず、回答を先に進
めることが難しいときには「差戻し」として
回答が返却されることになります。 

  また、電話番号は必須ではありません
が、ご記入いただくと連絡がさらに円滑に
なります。ご協力をよろしくお願いいたしま
す。 
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［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面下部の「依頼送信」を

クリックします。 

 

4) 表示されるポップアップの「はい」をクリックすると、依頼が回答

者に送信されます。 

※送信時に希望回答期限を上書きすることもできます。 

 

 

 

5) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面へ遷移し、当該調

査対象品のステータスは‟受付前”となります。 

※‟受付前”ステータスのものは、まだ回答者による受付作業

が行われていない状態ですので、⚠マークがついております。

長期にわたりステータスに変化がない場合は回答者にお問

い合わせください。 

回答受領後の後続の手順については、R4) 回答を受信す

るをご参照ください。 
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R3-2）依頼を送信する(まとめて操作) 
作成した依頼(ステータス‟作成中”の調査対象品)を回答者へ一括で送信します。 

 

 

 

 

1) メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R) ＞ 未送信をクリック

します。もしくは［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面に

てステータス‟作成中”等で絞り込みをします。 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面左の「まとめて操

作」より、「依頼送信」を選択します。 

 

3) ステータス‟作成中”の調査対象品は、✐マーク左横にチェック

ボックスが表示されます。選択したい対象品のチェックボックス

に☑を入れます。 

※一番上のチェックボックスをクリックすると全選択できます。 

 

4) 選択が完了したら「実行」をクリックします。 

 

5) 表示されるポップアップにて「はい」をクリックすると、依頼が回答

者に送信されます。 

・「依頼者情報を上書きする」に☑を入れると、選択している

依頼の担当者情報をまとめて上書きする事が出来ます。

（*は入力必須欄です。） 

・「選択した対象全ての希望回答期限を上書きする」に☑を

入れると、選択している依頼の希望回答期限を上書きする

事が出来ます。 

・「選択した対象全ての回答者へのメッセージを上書きする」

に☑を入れると、選択している依頼の回答者へのメッセージ

を上書きする事が出来ます。 

  

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

まとめて操作 

1.依頼送信 

： 

 

◆「メール作成」ボタンをクリックすると、お
使いのメーラーが起動し、本文に本件に
関する情報が転記されたメールを作成す
ることができます。（参照 R5-1） 

◆回答者から、この画面で入力した『依頼情報』の担当者に対して、JAFTAS を経由せずに問い合わせが
行われる場合があります。 
依頼者情報には、ご連絡がつきやすいご担当者情報を指定いただくようお願いいたします。連絡がつか
ず、回答を先に進めることが難しいときには「差戻し」として回答が返却されることになります。 
また、電話番号は必須ではありませんが、ご記入いただくと連絡がさらに円滑になります。ご協力をよろしく
お願いいたします。 
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6) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面へ遷移し、当該調

査対象品のステータスは‟受付前”となります。 

※‟受付前”ステータスのものは、まだ回答者による受付作業

が行われていない状態ですので、⚠マークがついております。

長期にわたりステータスに変化がない場合は回答者にお問

い合わせください。 

回答受領後の後続の手順については、R4) 回答を受信す

るをご参照ください。 
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R3-3）依頼作成後の削除について(1 件ずつ) 
一度も依頼を送信しておらず、ステータスが‟作成中”の依頼のみ、登録情報(ID)を削除することができます。 

 

 

 

1) メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R) ＞ 未送信をクリック

します。もしくは［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面に

てステータス‟作成中”等で絞り込みをします。 

 

2) 削除する調査対象品の✐マークをクリックします。 

  

3) ［調査依頼・回答受信(R) 編集］画面にて、「削除」をクリ

ックすると削除が完了します。 

 

 

 

 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

 

 

◆‟作成中”以降のステータスについて 

ステータスが‟作成中”の調査対象品のみが削除対象となります。‟作成中”以降のステータスへ進んでいる

場合は削除ができません。適宜アーカイブ機能（参照 共通機能 I-7)アーカイブ機能）または社内メモ

等をご活用ください。 

◆また、回答者へ一度も送信を行っていない依頼のみが削除対象となります。 

一度依頼を送信し、回答者から依頼差戻しを受けステータスが‟作成中”となったものについてはボタンが表

示されず、削除が出来ませんのでご注意ください。依頼差戻しの詳細については、後述の R8)回答者から

依頼の差戻しを受信する をご参照ください。 

 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
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R3-4）依頼作成後の削除について(まとめて操作) 

一度も依頼を送信しておらず、ステータスが‟作成中”の依頼のみ、登録情報(ID)を削除することができます。 

こちらでは複数の調査対象品の依頼 ID を、一覧画面にてまとめて削除する方法をご案内します。 

 

 

 

 

1) メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R) ＞ 未送信をクリック

します。もしくは［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面に

てステータス‟作成中”等で絞り込みをします 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面左の「まとめて操

作」より、「削除」を選択します。 

 

3) ステータス‟作成中”の調査対象品は、✐マーク左横にチェック

ボックスが表示されます。選択したい対象品のチェックボックス

に☑を入れます。 

※一番上のチェックボックスをクリックすると全選択できます。 

※ステータスが‟作成中”でも、一度依頼を送信したことがあ

る調査対象品にはチェックボックスは表示されません。 

 

4) 選択が完了したら「実行」をクリックします。 

 

5) 表示されるポップアップにて「はい」をクリックすると、選択した調

査対象品の削除が完了します。 

 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

まとめて操作 

削除 

： 
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R4）回答を受信する 
依頼を送信した調査対象品に関して、回答者が回答を行うとステータスが‟回答済”となります。回答を受信後の手

順をご案内します。 

 

 

 

1) メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R) ＞ 一覧をクリックし、

ステータス‟回答済”で絞り込みをします。 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面より、回答を確認

したい調査対象品の🔎マークをクリックします。 

 

3) ［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面にて、『調査結果』

『回答内容』等を確認します。 

※回答方法がサプライヤー証明書(輸出品/構成品)の場合

はサプライヤー証明書のドラフトをダウンロードできます。(参

照 R11) 

 

4) 回答内容に問題が無ければ、画面下部「回答内容確定」を

クリックします。(ステータスが‟回答内容確定”となります。) 

 

5) 確定権限を持つユーザーにて上記 1)～3)と同様に回答内

容の確認を行い、「承認」をクリックします。(ステータスが‟承

認済”となります。) 

 

-承認待ちの調査対象品は、＜調査依頼・回答受信 

(R)＞メニューより＜承認前＞を選択するか、もしくは 

［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面にてステータス 

‟回答内容確定”等で検索すると絞り込みできます。 

 

-回答内容に疑義がある場合は「却下」をクリックしステー 

タスを‟回答済”に戻します。 

 

  

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

 

 
◆受信した回答に対して差戻しが必要な

場合は、［調査依頼・回答受信 詳
細］画面下部の「差戻し」ボタンより対
応可能です。(参照 R10) 
 
 

◆ステータスが‟承認済”となると、以降、回
答内容や依頼内容の修正ができなくなり
ます。その場合は再度依頼の作成・送
信が必要となります。「承認」前に回答
内容をしっかり確認するようにしてくださ
い。 
「却下」をクリックするとステータスが‟回答

済”に戻ります。作業担当者は再度回
答内容を確認し、必要に応じて回答者
へ「差戻し」を行ってください。(参照
R10) 
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【直接回答にて回答を受信した場合】 

直接回答の場合、回答結果に「直接回答」と表示されます。添付の書類等から回答内容の詳細を確認してくださ

い。 

 

＜輸出品を直接回答で受信した場合＞ 

・輸出品で直接回答を受けた場合、契約利用者は取得した根拠資料を基に FTA 対象品（輸出品）にて輸

出者判定を行う事ができます。 

輸出者判定品として JAFTAS 判定を行う場合、回答内容の紐付けは行われません。 

添付書類のダウンロード等をしていただき、回答内容を確認後、再度＜FTA 対象品(輸出品)(E)＞を新規に

作成してください。 

※詳細については、E5-1)自社判定品の調査を作成する をご参照ください。 

 

 

＜構成品を直接回答で受信した場合＞ 

・構成品で直接回答を受けた場合、「承認」をクリックすると、

『原産性判定結果』と『原産品の基準』を選択するポップアッ

プが表示されます。 

『原産品の基準』で「非原産材料を使用して生産される産品

/品目別原産地規則」を選択した場合、さらに『品目別原産

地規則』を選択してください。 

※選択した内容は［調査依頼・回答送信(R) 一覧画面

の「回答結果」欄、［調査依頼・回答送信(R) 詳細］

画面の『調査結果』欄に反映されます。 

 

・産品の原産資格調査を行う場合、調査対象品の対比表・計算 WS には直接回答で受領した構成品の仕入

先名は表示されず、直接回答で受領した根拠書類も産品の根拠書類ダウンロード時に含まれません。 

直接回答で受領した根拠書類を産品の根拠書類ダウンロード時に添付する場合は、D8-3)◆原産資格調

査内で構成品の直接回答を受領した場合の留意点 をご参照ください。 

 

・直接回答で対比表・計算 WS ではなくサプライヤー証明書を取得した場合は、差戻をして回答者に直接回答

ではなくシステム外取込等を行っていただき、サプライヤー証明書として再度回答を取得してください。 

◆荷姿が構成品、且つ回答方法が直接回
答の場合のみ表示されるポップアップです。
荷姿が輸出品の場合や、回答方法が直

接回答以外の場合は依頼者が調査結果
を変更する事はできません。 

 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
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R5-1）問合せメールを作成する 
ステータスが‟作成中”以外の調査対象品は、JAFTAS より問い合わせメールを作成することが可能です。回答者に

対して追加で情報の伝達事項がある場合等にご活用ください。 

 

 

 

1) メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R)＞ 一覧をクリックし、

ステータス等で絞り込みをします。 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面より、メールを送信

したい調査対象品の🔎マークをクリックします。 

 

3) ［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面にて、画面下部の

「メール作成」をクリックします。 

 

4) 回答者企業名、回答 ID、品番、品名が記載されたメール画

面が立ち上がりますので、文面を適宜修正し回答者へ送信

してください。 

 

※メールソフトが立ち上がらない場合、お使いの PC の設 

定をご確認ください。 

 

 

 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

 



  

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 目次へ戻る  (R)   24  

Ver.8.5 

Ｒ5-2） 

R5-2）基本情報をコピーする(まとめて操作) 
複数の依頼 ID の基本情報をまとめてコピーし、任意の場所に貼り付ける事が可能です。 

メールでのお問い合わせやメモ作成等にご活用ください。 

コピーされる情報は以下の通りです。 

回答 ID/依頼 ID/依頼者品番/依頼者品名（英）/依頼者品名（日） 

 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

※ステータス等に関わらず、すべての依頼 ID が対象です。 

 

 

1) メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R) ＞ 一覧をクリックし

ます。 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面左の「まとめて操

作」より、「基本情報コピー」を選択します。 

 

3) ✐マーク左横にチェックボックスが表示されます。選択したい対

象品のチェックボックスに☑を入れます。 

※一番上のチェックボックスをクリックすると全選択できます。 

 

4) 選択が完了したら「実行」をクリックします。 

対象の回答 ID/依頼 ID/依頼者品番/依頼者品名

（英）/依頼者品名（日）がコピーされます。 

 

 

5) コピーが完了すると「情報をコピーしました。転記したい場所に

カーソルを移動し、ペースト（Ctrl+V）を行ってください」と表

示されます。 

コピーされた情報を任意の場所へペーストしてください。 

まとめて操作 

： 

8.基本情報コピー 

： 
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R6）希望回答期限を延長する 

R6-1）希望回答期限を延長する(1 件ずつ) 
ステータスが‟受付前” ‟調査中” ‟支給品調査中”の調査対象品は、回答者より回答期限延長の依頼があった

場合等に希望回答期限を延長することが可能です。 

※回答期限の変更は延長のみが可能であり、短縮はできません。 

※回答期限の延長を行うことができるのは、＜調査依頼・回答受信(R)＞に「確定可能」権限を付与されたユーザ

ーのみです。 

 

 

 

1) メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R) ＞ 調査中をクリック

します。 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面より、希望回答期

限を延長したい調査対象品の🔎マークをクリックします。 

 

3) ［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面にて、画面下部の

「希望回答期限の延長」をクリックします。 

 

4) 表示されるポップアップの希望回答期限を変更し、「実行」を

クリックします。 

 

5) ［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面の『作業履歴』に

て、希望回答期限変更の履歴を確認できます。 

 

 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 
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R6-2）希望回答期限を延長する(まとめて操作) 
ステータスが‟受付前” ‟調査中” ‟支給品調査中”の調査対象品は、回答者より回答期限延長の依頼があった

場合等に期限を延長することが可能です。こちらでは複数の調査対象品の回答期限を一括で延長する方法をご案

内します。 

※回答期限の変更は延長のみが可能であり、短縮はできません。 

※回答期限の延長を行うことができるのは、＜調査依頼・回答受信(R)＞に「確定可能」権限を付与されたユーザ

ーのみです。 

 

 

 

1) メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R) ＞ 調査中をクリック

します。 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面左の「まとめて操

作」より、「希望回答期限の延長」を選択します。 

 

3) ステータス‟受付前” ‟調査中” ‟支給品調査中”の調査対

象品は、✐マーク左横にチェックボックスが表示されます。選

択したい対象品のチェックボックスに☑を入れます。 

※一番上のチェックボックスをクリックすると全選択できます。 

 

 

 

4) 表示されるポップアップの希望回答期限を変更し、「はい」をク

リックします。 

 

 

 

 

5) 希望回答期限が延長されたことを回答者へ知らせるメールが

JAFTAS より自動で配信されます。 

各調査対象品の［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面

の『作業履歴』にて、希望回答期限変更の履歴を確認でき

ます。 

  

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 
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【希望回答期限の設定について】 
 

希望回答期限は、<FTA 対象品(輸出品/構成品)(E/P)>にて基本的に設定しますが、<調査依頼・
回答受信(R)>にても依頼送信時に<調査依頼・回答受信(R) 編集>画面、もしくは送信時のポップア
ップにて個別に変更が可能です。 

 
希望回答期限の設定のタイミングは、<FTA 対象品(輸出品/構成品)(E/P)>においての登録方法に

より下記の通り異なります。 
 
<FTA 対象品(輸出品/構成品)(E/P)>にて調査対象品を個別登録している場合 
① <FTA対象品(輸出品/構成品)(E/P)>にて登録後、依頼作成時に希望回答期限を設定します。 

依頼作成時にポップアップに表示される回答期限のデフォルトは下記 a>b となります。 

a. <取引先企業情報>の仕入先設定の回答期限 
b. 上記 a が未設定であれば<企業情報>の回答期限 

② 上記①の希望回答期限を変更する場合は<調査依頼・回答受信(R) 編集>画面、もしくは送信
時のポップアップにて個別に変更を行ってください。 

 
<FTA 対象品(輸出品/構成品)(E/P)>にて調査対象品をインポートしている場合 
① 希望回答期限は下記 a>b>c の順で設定され依頼が作成されます。 

a. インポートデータに入力した回答期限 
b. 上記 a が空欄であれば<取引先企業情報>の仕入先設定の回答期限 
c. 上記 a,b が空欄・未設定であれば<企業情報>の回答期限 
 

② 上記①の回答期限を変更する場合は<調査依頼・回答受信(R) 編集>画面、もしくは送信時の
ポップアップにて個別に変更を行ってください。 
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R7）依頼の取下げを行う 
回答者へ依頼を送信した後、回答者が回答を行う前(※)であれば、依頼者は調査依頼の取下げを行うことが可

能です。 

調査依頼後に原産資格調査が不要となった場合等にご活用ください。 

※ステータスが‟受付前” ‟調査中” ‟支給品調査中”の調査対象品に限ります。 

※依頼取下を行うことができるのは、＜調査依頼・回答受信(R)＞に「確定可能」権限を付与されたユーザーのみ

です。 

 

 

 

1) メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R) ＞ 調査中をクリック

します。 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面より、依頼を取下

げたい調査対象品の🔎マークをクリックします。 

 

3) [調査依頼・回答受信(R) 詳細]画面にて、画面下部の

「依頼取下」をクリックします。 

※すでに「依頼取下」を行っている依頼については「依頼取下」

ボタンは表示されません。 

 

4) 表示されるポップアップにてメッセージを記入し(任意)、「取下

実行」をクリックします。 

 

5) 依頼取下が打診されたことを回答者へ知らせるメールが

JAFTAS より自動で配信されます。（回答者の承諾(参照

A10)調査依頼の取下げを受信する)をお待ちください） 

 

6) 回答者が受信した依頼の取下げを承諾すると、依頼者へ依

頼の取下げに関するお知らせメールが JAFTAS より自動で配

信され、タスクリストが表示されます。(ステータス‟回答済”と

なります。) 

※回答者が取下げを否認した場合は、次ページ◆「依頼取

下否認」の連絡を受信したらをご参照ください。 

  

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
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7) タスクリストの該当 ID をクリックし、［調査依頼・回答受信

(R) 詳細］画面に遷移後、『調査結果』『回答内容』等を

確認し「承認」をクリックします。(ステータス‟承認済”となりま

す。) 

-『調査結果』の調査結果が取下となっています。 

-『回答内容』のメッセージに依頼取下承認と表示されます。 

 

※依頼の取下げが承認された調査対象品の [調査依頼・

回答受信(R) 編集/詳細]画面の各画面上部には、青

帯でその旨が表示されます。承認すると帯は自動的に消え

ます。 

 

 

【通知一覧の履歴について】 

依頼の取下げが承認された履歴は、通知一覧で確認できます。 

 

1) 調査依頼・回答受信(R)の＜通知一覧＞をクリックします。 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 通知一覧］画面にて依頼の

取下げが承認された調査対象品の ID を確認します。 

※回答者より依頼の取下げが承認された調査対象品は、通

知区分に『依頼取下承認』と表示がされます。 

通知ステータスについては、上記 7）の操作を行うと自動的

に未確認から対応済に変化します。 

 

  

 

◆依頼取下げの回答内容が「承認」される
タイミングで料金の返金がされます。 

◆作業履歴に「承認」と表示されれば、依
頼取下げが確定となります。 
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◆「依頼取下否認」の連絡を受信したら 

回答者は、回答作成の進捗などを理由に依頼取下を却下す

ることができます。回答者が受信した依頼の取下げを却下する

と、依頼者へ依頼の取下げに関するお知らせメールが

JAFTAS より自動で配信され、タスクリストが表示されます。通

知の「確認」を行い、回答者からの回答をお待ちください。 

 

6) タスクリストの該当 ID をクリックし、依頼の取下げを送信した

調査対象品の[調査依頼・回答受信(R) 編集/詳細]に遷

移し、画面右上の【🔔通知】マークをクリックします。 

 

※依頼の取下げが承認された調査対象品の [調査依頼・回

答受信(R) 編集/詳細]画面の各画面上部には、青帯で

その旨が表示されます。通知の「確認」を行う、もしくはステー

タスが変化したタイミングで帯は自動的に消えます。 

 

7) ［調査依頼・回答受信(R) 通知一覧］画面へ遷移します。

依頼の取下げが否認された調査対象品が表示されますので、

確定権限を持つユーザーは「確認」をクリックします。 

※回答者が依頼の取下げを承諾した調査対象品は、区分

に『依頼取下否認』と表示がされます。 

※「確認」をクリックすると［調査依頼・回答受信(R)詳細］

画面の【🔔通知】マークと帯が消えます。 

 

8) 回答者からの回答をお待ちください。 
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R8）回答者から依頼の差戻しを受信する 
回答者へ依頼を送信した後、回答者より HS コード相違等の理由から依頼の差戻しを受けることがあります。【依頼

内容を変更して再度依頼を行う】場合、【調査結果を未達成として完了する】場合の手順をそれぞれご案内します。 

※回答者が「差戻し」を行うと調査対象品のステータスは‟回答済”、調査結果は未達成となります。 

 

 

 

 

依頼の差戻しを受信すると、[調査依頼・回答受信(R) 編集/

詳細]の各画面上部に青帯でその旨が表示されます。後続のス

テータスに進む操作を行うと帯は自動的に消えます。 

 

 

【依頼内容を変更して再度依頼を行う】 

1) 回答者が差戻しを行うと、依頼者へ依頼の差戻しに関するお

知らせメールが JAFTAS より自動で配信され、タスクリストが

表示されます。(ステータス‟回答済”となります。) 

 

2) タスクリストの該当 ID をクリックし、［調査依頼・回答受信

(R)詳細］画面にて、『調査結果』『回答内容』等を確認し

ます。 

-『調査結果』の調査結果が未達成となっています。 

-『調査結果』の未達成理由に差戻し事由が表示されます。 

-『回答内容』のメッセージに回答者からの伝達事項が表示さ

れます(回答者が記入している場合のみ)。 

 

3) 画面下部の「差戻し」をクリックし、表示されるポップアップの

「差戻し内容入力に進む」をクリックします。 

(ステータス‟回答済”⇒‟作成中”となります。) 

※一度「差戻し内容入力に進む」をクリックすると、ステータス

を‟回答済”に戻すことはできません。 

※「差戻し内容入力に進む」をクリックすると［調査依頼・回

答受信(R)詳細］画面の帯が消えます。 

 

 

 

  

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 
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4) ［調査依頼・回答受信(R)編集］画面にて、必要に応じて

『依頼情報』を変更し、画面下部の「更新」をクリックします。 

 

※品番/品名/協定/輸入通関国の変更は［調査依頼・回

答受信(R) 編集］画面では行えません。 

変更が必要な場合は＜FTA 対象品(輸出品)(E)＞ 

＜FTA 対象品(構成品)(P)＞にて再度輸出品 ID を 

取得し依頼を作成してください。 

 

※＜原産資格調査(D)＞から構成品の依頼を作成している

場合は、品番および品名を＜原産資格調査(D)＞にて変

更可能です。(ただし再度依頼の作成が必要です。) 

その場合は、調査対象品の[原産資格調査 詳細]画面に

て、当該構成品の「依頼紐付け取り消し」を行い、構成品

情報を変更のうえ再度依頼を作成してください。 

 

5) ［調査依頼・回答受信(R)詳細］画面へ遷移しますので、

依頼内容を確認の上「差戻し内容を送信」をクリックします。

表示されるポップアップにて「はい」をクリックすると回答者へ調

査依頼が再度送信されます。(ステータス‟作成中”⇒‟受付

前”となり、回答者には回答が差戻された旨の通知が送信さ

れます。)  

※ポップアップにて、希望回答期限の編集が可能です。 

希望回答期限を編集する場合、過去に設定した期限より

短縮して設定することはできません。 

 

 

  

 
◆依頼の削除はステータスが‟作成中”且つ

回答者に一度も依頼を送信していない
場合のみ可能です。依頼差戻しを受
け、ステータスが‟作成中”となった依頼に
ついては削除が出来ません。 
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【調査結果を未達成として完了する】 

※1)、2)は【依頼内容を変更して再度依頼を行う】と同じ手

順です。 

 

3) ［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面にて「回答内容確

定」および「承認」を行います。 

※依頼者が回答を受信したときの流れと同様になります。 

詳細については、前述の R4)回答を受信する をご参照 

ください。 

※「回答内容確定」をクリックすると［調査依頼・回答受信

(R) 詳細］画面の帯が消えます。 

 

 

【通知一覧の履歴について】 

依頼が差戻された履歴は、通知一覧で確認できます。 

 

1) 調査依頼・回答受信(R)の＜通知一覧＞をクリックします。 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 通知一覧］画面にて依頼が

差戻された調査対象品の ID を確認します。 

※回答者より依頼が差戻された調査対象品は、通知区分に

『依頼差戻』と表示がされます。 

通知ステータスについては、ステータスが‶回答済“以外に変

更となるタイミングで、自動的に未確認から対応済に変化し

ます。 

 

 

 

 
◆依頼差戻しを受けた対象品については

依頼取下げ承認を受けた対象品と同じ
調査依頼・回答受信の通知一覧へ表
示がされます。 
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R9）回答者から回答結果の取下げを受信する 
ステータスが‟回答済” ‟回答内容確定”の調査対象品について、回答者より回答結果の取下げを受けることがあり

ます。ここでは【回答の取下げを承認する】手順をそれぞれご案内します。 

※依頼者にて既に‟承認済”の調査対象品について、回答者は回答の取下げを行うことはできません。 

※回答取下の承認を行うことができるのは、＜調査依頼・回答受信(R)＞に「確定可能」権限を付与されたユーザ

ーのみです。 

 

 

 

回答の取下げを受信中は、[調査依頼・回答受信(R) 編集/

詳細]の各画面上部に赤帯でその旨が表示され、通知を対応

するまで後続の操作に制限がかかります。 

 

 

1) 回答者が「回答取下」を行うと、依頼者へ回答の取下げに関

するお知らせメールが JAFTAS より自動で配信され、タスクリ

ストが表示されます。(ステータスは変更されません。) 

 

2) タスクリストの該当 ID をクリックし、依頼の取下げを受信した

調査対象品の[調査依頼・回答受信(R) 編集/詳細]画

面に遷移後、画面右上に【🔔通知】マークをクリックします。 

 

3) ［調査依頼・回答受信(R) 通知一覧］画面へ遷移します。 

※回答者より回答の取下げを受信した調査対象品は、 

区分に『回答取下』と表示がされます。 

 

4) 確定権限を持つユーザーにて、「承認」をクリックします。 

  

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 
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5) 表示されるポップアップにて必要に応じて回答者へのメッセージ

と希望回答期限を編集し、「はい」をクリックすると回答の差

戻しが行われます。(ステータスは‟回答済⇒‟受付前”となり

ます。) 

※回答者へ取下の承認をお知らせするメールが JAFTAS 

より自動で配信されます。 

※「承認」をクリックすると［調査依頼・回答受信(R) 詳 

細］画面の【🔔通知】マークと帯が消えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通知一覧の履歴について】 

回答が取下げられた履歴は、通知一覧で確認できます。 

 

1) 調査依頼・回答受信(R)の＜通知一覧＞をクリックします。 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 通知一覧］画面にて回答が

取下げられた調査対象品の ID を確認します。 

※回答者より回答が取下げられた調査対象品は、通知区分

に『回答取下』と表示がされます。 

通知ステータスについては、通知一覧で「承認」をクリックする

と、未確認から対応済に変化します。 
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R10）受信した回答を差戻す 
回答を受信した後、回答内容に関して再度調査を依頼したい場合には、回答の差戻しを行うことが可能です。 

※ステータスが‟回答済”の調査対象品に限ります。ステータスが‟回答内容確定”の調査対象品を差戻しする場合 

は、ステータスを‟回答済”に戻してから行ってください。 

※回答の差戻しを行うことができるのは、＜調査依頼・回答受信(R)＞に「確定可能」権限を付与されたユーザーの

みです。 

 

 

 

1) メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R) ＞ 一覧をクリックし、

ステータス‟回答済”等で絞り込みをします。 

 

2) 回答の差戻しを行う調査対象品の🔎マークをクリックします。 

 

3) ［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面にて、画面下部の

「差戻し」をクリックします。 

 

 

4) 表示されるポップアップにて「差戻し内容入力に進む」をクリック

すると［調査依頼・回答受信(R) 編集］画面へ遷移しま

す。(ステータス‟回答済”⇒‟作成中”となります。)  

※一度「差戻し内容入力に進む」をクリックすると、ステータス

を‟回答済”に戻すことはできません。 

 

 

 

 

5) ［調査依頼・回答受信(R) 編集］画面にて、『依頼情報』

に回答者へのメッセージを入力します。 

※必要に応じてその他の依頼情報の変更も可能です。 

※希望回答期限は、このタイミングではなく、送信時に変更し

ます。 

 

 

6) 画面下部の「更新」をクリックし、表示されるポップアップの「更

新」をクリックします。 

 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 
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7) ［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面へ遷移しますので、

依頼内容を確認の上「差戻し内容を送信」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

8) 表示されるポップアップにて、希望回答期限を再設定し、「は

い」をクリックすると、回答者へ調査依頼が再度送信されます。 

(ステータス‟作成中”⇒‟受付前”となります。)  

※過去の送信時に設定した希望回答期限を短縮して再設

定することはできません。 
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R11）サプライヤー証明書を出力する 

R11-1）サプライヤー証明書を出力する(１件ずつ) 
原産資格調査の調査結果が達成となった調査対象品に関して、サプライヤー証明書をダウンロードする方法をご案

内します。サプライヤー証明書の表示項目については、A19)サプライヤー証明書 をご参照ください。 

 

※回答方法がサプライヤー証明書(輸出品/構成品)の調査対象品に限ります。 

※ステータスが‟承認済”となる前にダウンロードを行うと、DRAFT が赤字で紙面に印字されます。 

 

 

 

1) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面にて、サプライヤー

証明書を出力する調査対象品の🔎マークをクリックします。 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面にて、『回答内容』

の「サプライヤー証明書」をクリックします。 

 

3) ダウンロード画面にて場所を指定し PDF を保存します。 

 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
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R11-2）サプライヤー証明書を出力する(まとめて操作) 
原産資格調査の調査結果が達成となった調査対象品に関して、サプライヤー証明書をまとめてダウンロードする方

法をご案内します。サプライヤー証明書の表示項目については、A19)サプライヤー証明書 をご参照ください。 

 

※回答方法がサプライヤー証明書(輸出品/構成品)の調査対象品に限ります。 

※ステータスが‟承認済”の調査対象品に限ります。 

 

 

 

1) メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R) ＞ 一覧をクリックし、

ステータス‟承認済”等で絞り込みをします。 

 

2) 画面左の「まとめて操作」より、「サプライヤー証明書・根拠書

類ダウンロード」を選択します。 

 

3) ステータスが‟承認済”の調査対象品は、✐マーク左横に□

(チェックボックス)が表示されます。 

サプライヤー証明書を出力する調査対象品のチェックボックス

に☑を入れます。 

※一番上のチェックボックスをクリックすると全選択できます。 

 

4) 選択が完了したら「実行」をクリックします。 

 

5) ダウンロード画面にて場所を指定しファイルを保存します。 

形式：サプライヤー証明書（zip ファイル） 

     ∟調査依頼 ID R..（ファイル） 

       ∟サプライヤー証明書（pdf 形式） 

 

 

 

 

 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

 

まとめて操作 

： 

2.サプライヤー証明書・根拠書類ダウンロード 

： 

 

 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
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R12）原産資格喪失通知を受信する 
原産資格調査が完了した調査対象品に関して、生産拠点の海外移転や構成品の変更等の理由から原産資格を

喪失する場合は、回答者は依頼者へ JAFTAS 上で通知を行います。(参照 D10)原産資格喪失通知) 

こちらでは原産資格喪失通知を受信した際の、依頼者の手順をご案内します。 

 

 

 

1) 回答者が「原産資格喪失通知」を行うと、以下の3つの方法

により依頼者へ通知が届きます。 

 

① 原産資格喪失に関するお知らせメールが JAFTAS より

自動で配信されます。メール内のリンクをクリックして、原

産資格喪失通知一覧の手続きを始めます。 

→次の操作は 3）へ進んでください 

 

② タスクリストに「原産資格喪失の連絡を受信しました」と

表示されます。該当 ID をクリックして原産資格喪失通

知の手続きを始めます。 

→次の操作は 3）へ進んでください 

 

③ メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R) ＞ 調査依頼・

回答受信(R) 原産資格喪失通知一覧に未確認のマ

ークが表示されていることを確認します。 

「未確認」をクリックして、原産資格喪失通知一覧の手

続きを始めます。 

→次の操作は 2）へ進んでください 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
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2) ［調査依頼・回答受信(R) 原産資格喪失通知一覧］画

面へ遷移します。 

※「未確認」でフィルタリングされた状態で表示されます。 

 

原産資格喪失通知を受信した調査対象品が表示されたら、

依頼 ID をクリックします。 

 

3) ［調査依頼・回答受信(R) 詳細］画面へ遷移しますので

調査対象品の内容を確認します。 

 

・画面右上の「【🔔原産資格喪失通知】マークをクリックし、

「原産資格喪失通知一覧」へ遷移します。遷移後、喪失

日、喪失理由等を確認し、「確認」をクリックします。クリック

すると通知マークは消えます。 

 

・「原産資格喪失通知」を受信した調査対象品がどのように

取り扱われているかによって、後続の手続きが異なります。 

 

 

【依頼 ID（R）の右側が調査 ID（D）だった場合】 

・自社で内製品調査を行い、その構成品について「原産資格

喪失通知」を受信した場合には、原産資格調査への影響

を検討します。 

 

・後続の手続きについては、D10-2)原産資格喪失通知を受

信したら をご参照ください。 

 

 

【依頼 ID（R）の右側が輸出品 ID（E）だった場合】 

・原産資格を喪失した調査対象品が FTA 対象品(輸出 

品)として登録した産品の場合は、［調査依頼・回答受 

信(R) 詳細］画面右上の輸出品 ID をクリックします。 

 

・＜FTA 対象品(輸出品)(E)＞へ遷移し、自社管理の 

有効期限を変更するか、もしくは廃番登録等を行います。 

・後続の手続きについては、E/P11)原産資格喪失の通知を

受ける をご参照ください。 

 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
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【依頼 ID（R）の右側が構成品 ID（P）だった場合】 

・原産資格を喪失した調査対象品が FTA 対象品(構成 

品)として登録した産品の場合は、［調査依頼・回答受 

信(R) 詳細］画面右上の構成品 ID をクリックします。 

 

・＜FTA 対象品(構成品)(P)＞へ遷移し、自社管理の有効

期限を変更するか、もしくは廃番登録等を行います。 

・後続の手続きについては、E/P11)原産資格喪失の通知を

受ける をご参照ください。 

 

 

【依頼 ID（R）の右側が回答 ID（A）だった場合】 

・原産資格を喪失した調査対象品がパススルー品の場合は、

［原産資格喪失通知一覧］にて「確認」をクリックすると同

時に、依頼者へ「原産資格喪失通知」が送信されますので、

後続の操作は不要です。 

※「確認」をクリックしない場合、依頼者へは「原産資格喪失

通知」は送信されませんのでご注意ください。 

 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
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R13）作業担当者を付与する(まとめて操作) 
複数の依頼の作業担当者をまとめて付与する機能です。 

作業担当者の詳細については、共通Ⅰ-6)各業務の「作業担当者」について をご参照ください。 

  

 

 

1) メニュー ＞ 調査依頼・回答受信(R) ＞ 一覧をクリックし

ます。 

 

2) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面にて、ステータス等

を選択後「検索」をクリックし絞り込みをします。 

 

3) 画面左の「まとめて操作」より、「作業担当者の付与」を選択

します。 

 

4) ✐マーク左横にチェックボックスが表示されます。作業担当者

を付与したい対象品のチェックボックスに☑を入れます。 

※一番上のチェックボックスをクリックすると全選択できます。 

 

5) 選択が完了したら「実行」をクリックします。 

 

6) 表示されるポップアップにて作業担当者名を選択し、「はい」を

クリックします。 

※「自分」ボタンをクリックすると操作者の情報が転記され 

ます。 

 

7) ［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面にて、4)で選択し

た調査対象品の作業担当者所属部署および作業担当者

情報が更新されます。 

※担当者所属部署は登録済の場合のみ反映されます。 

作成中 受付前 調査中 支給品調査中 回答済 回答内容確定 承認済 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
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＜更新履歴＞ 

Ver1.1→1.2 

P.12（R3-1）,P.14（R3-2）：💡「依頼者情報」について追加 

P.14（R3-2)：「依頼者情報を上書きする」について追加 

P.15（R3-2）：💡【希望回答期限の設定について】追加 

 

Ver1.2→Ver.2 

P.2（R）：ステータス‟作成中”の場合依頼削除ができる事について追加 

P.9（R2）：依頼者情報について表現修正 

P.10（R2）：品番・品名について表現修正 

P.10（R2）：支給品メモについて追加 

P.13（R3-1）：💡追加（依頼者情報の表示について） 

P.13（R3-1）：［調査依頼・回答受信(R) 編集］画面、各情報の編集について追加 

P.14（R3-1）：区分「定期原産性維持確認」の場合期限延長の要否が選択できる事を追加 

P.16（R3-3）：依頼作成後の削除について追加 

P.18（R4）：直接回答にて回答を受信した場合について追加 

P.19（R5）：メール文面を修正 

P.20（R6-1）：P.20（R6-2）：回答期限の延長が可能な権限について追加 

P.22（R6-2）：記載箇所を p15→ｐ21 に修正 

P.23（R7）：依頼取下げ送信後の操作について追加 

P.25（R8）：💡追加（依頼差戻しを受けた後は依頼削除不可である事について） 

P.28（R9）：回答取下げの承認・却下は確定権限を持つユーザーのみ可能である事を追加 

 

Ver.2→Ver.3 

P.14（R3-1）：💡追加（同意通知先の書き換えについて） 

 

Ver.3→Ver.4 

P7（R1）：輸入通関国に RCEP 協定を追加 

P10（R2）：輸入通関国に RCEP 協定を追加 

P18（R4）：構成品で直接回答を受領した場合の注意点を追加 

P19（R4）：直接回答をサプライヤー証明書で受領した場合の案内を追加 

 

Ver.5→Ver.6 

P7（R1）：※１区分についての条件を修正 

P17（R3-4）：依頼作成後の削除について（まとめて操作）を追加 

 

Ver.6→Ver.7 

P29（R9）：💡追加（回答取下げを承認した際の希望回答期限について） 
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Ver.7→Ver.7.1 

P6（R1）：［調査依頼・回答送信(R) 一覧］画面の表示項目順序を修正 

P10（R2）：［調査依頼・回答送信(R) 詳細］画面『依頼情報』部へ「過去同意通知期限」を追加 

P12（R2）：［調査依頼・回答送信(R) 詳細］画面『回答内容』部へ「所属部署（英）」を追加 

P29（R9）：回答取下げ承認時のポップアップを修正 

 

Ver.7.1→Ver.8 

P21（R5-2）：基本情報をコピーする（まとめて操作）を追加 

 

Ver.8→Ver.8.1 

全体：一覧の画面修正に合わせ、一覧の画面キャプチャを修正 

P6（R1）：［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面の表示項目を追加・修正 

P9（R2）:画面キャプチャを修正 

P12（R2）：調査件数へ項目名を修正、同項目の説明文を修正 

P13（R2）：回答 ID の説明を修正、事業部名（日/英）を追加 

P15（R3-1）：6）に 回答受領後の後続の手順を追加 

P17（R3-2）：6）に 回答受領後の後続の手順を追加 

 

Ver.8.1→Ver.8.2 

P29（R8）：個社宛てのお知らせのキャプチャを修正 

 

Ver.8.2→Ver.8.3 

P4（［調査依頼・回答受信(R)］の機能）：【通知一覧】の図と表を修正 

P16（R3-1）：5）について、※追加、キャプチャを修正 

P17（R3-2）：まとめて依頼送信時のポップアップのキャプチャを修正、5）に希望回答期限を上書きする手順を追加 

P27（R6-2）：💡と図の説明において、送信時のポップアップでも希望回答期限を上書きできることを追加 

P28（R7）：依頼取下時の 6）以降の手順を修正 

P31（R8）：依頼差戻受領時の手順を修正 

P34（R9）：回答取下受領時の手順を修正（回答取下「却下」の手順を削除） 

P36（R10）：回答差戻時の手順を修正 

 

Ver.8.3→Ver.8.4 

P16（R3-1）：同意通知先情報を R では編集できなくなったため編集可能な旨の記載と💡を削除 

P17（R3-2）：まとめて依頼送信時のポップアップのキャプチャを修正、5）に回答者へのメッセージを上書きする

手順を追加 

 

Ver.8.4→Ver.8.5 

P4（［調査依頼・回答受信(R)］の機能））：【通知一覧】に通知が届くとタスクリストが表示となる旨を追加 
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P5（［調査依頼・回答受信(R)］の機能））：【通知一覧】のステータス未確認の説明について、トップ画面の

お知らせからの遷移に関する記載を削除 

P6（［調査依頼・回答受信(R)］の機能））：【原産資格喪失通知一覧】のステータス未確認の説明につい

て、トップ画面のお知らせからの遷移に関する記載を削除 

P13（R2）：④『調査結果』 部に※7 項目と注釈を追加 

P28（R7）：依頼取下時の 6）以降の手順を修正 

P29（R7）：【通知一覧の履歴について】の 1）からトップ画面のお知らせからの遷移に関する記載を削除 

P30（R7）：◆「依頼取下否認」連絡受信時の手順を修正 

P31（R8）：1）2）にタスクリストについて追加 

P33（R8）：【通知一覧の履歴について】の 1）からトップ画面のお知らせからの遷移に関する記載を削除 

P34（R9）：1）2）にタスクリストについて追加 

P35（R9）：【通知一覧の履歴について】の 1）からトップ画面のお知らせからの遷移に関する記載を削除 

P40~42（R12）：全体的に手順を修正 

全体：画面修正によりキャプチャ修正 

 

 

 


